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SDGS（エス・ディー・ジーズ）と事業活動の紐付け 

SDGSとは「持続可能な開発目標」、Sustainable Development Goals の略 

 SDGSは 2015年 9月に国連サミットで採択された 2030年までの国際開発目標です。 

 地球と人類が繁栄し続けるための世界共通の「17の目標」と 169のターゲット（具体的な達成項目）

が掲げられています。 

17 の目標には気候変動対策や貧困、教育、ジェンダー平等、経済成長、平和など、先進国が自らの

国内で取り組まなければならない課題を含んでおり、全ての国に適用される普遍的な目標です。 

公共インフラの整備を担い、地域の経済、生活に密着する建設の仕事は社会貢献の要素を多分に含

んでおります。共和アスコン㈱は設立当初より ᷂ ṑ ˲

Ⱳ ᷂Ḣ を企業方針とし、地域社会への貢献と循環資源の活用、研究に日

夜力を注いでおります。当社の企業方針は SDGSの理念と一致するものがあり、今後も継続して企業方

針の達成を目指していきたいと考えます。 

「長野県」は SDGSの達成に向けて積極的に取組みを行う「SDGS未来都市」に国から選定され、当社

のある地域でも取り組みを始める企業、団体が増えてきています。 

当社は、事業活動や EA21の環境活動が SDGSとどのように関連しているか調べてみることから取り組

んでみました。本レポートでは当社の活動と SDGSの「17の目標」を紐付けし、今後の活動に活かした

いと考えます。 
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1.  組織の概要 

（1）会 社 名   共和アスコン株式会社 

（2）代 表 者   代表取締役社長 金原一男 

（3）設立年月日 昭和 62 年 9 月 11 日 

（4）所在地・連絡先   〒399 - 8305  

長野県安曇野市穂高牧 766 番地 1  

TEL（代）  0263 - 83 - 5411  

合材工場  0263 - 83 - 4914  

生コン工場 0263 - 83 - 5415  

（5）環境管理責任者  常務取締役 金原 勧 

e- mail  ascon - kikaku ＠ad.wakwak.com  

（6）事業内容  アスファルト合材及び生コンクリートの製造・運搬・販売、 

産業廃棄物の収集運搬及び中間処理、一般廃棄物の中間処理、 

土木及び建設工事 

（7）事業規模  資本金  20,000 千円 

売上高 578,139 千円（令和元年 6 月～令和 2 年 5 月） 

従業員数 3 7 名 令和 2 年 3 月末現在（役員・出向社員含む） 

 

2.  認証・登録の範囲と実施体制 

（1）認証・登録の範囲は、下図の会社組織図の全組織、全従業員です。 

 

  

  ＜会社組織図＞ 
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（2）環境活動の実施体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）EA21 組織の役割・権限 
 
  

＜EA21 組織体制＞ 

 

EA
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3.  環境経営方針 

 

＜経営理念＞ 
 

当社は「品質管理」「原価管理」「工程管理」「安全管理」「環境配慮」 

「地域社会貢献」を念頭に経営しております。土木技術とは自然の懐に飛び込み、生活 

しやすい環境を造る技術でありますが、地域によりその性質は様々なものがあります。 

創業当初より“生活しやすく、地球にやさしい環境づくり、人々の心に潤いが生まれ

る地域づくり”を企業理念として掲げ、特に廃棄物の資源化の研究に力を注ぎ、建設資材

として再生利用することにより地域社会へ貢献していきます。 

経営理念のうち「環境配慮」「地域社会貢献」について以下に〝環境経営方針〟を定

め実施し、継続的改善を行いながら当社一丸となって環境負荷低減に努めます。 

 
＜環境経営方針＞ 

 

１．環境マネジメントシステムを構築し、責任者を明確にすると共に従業員全員への 

周知徹底をします。 

２．次のものについてそれぞれ目標を設定し、目標達成に努めます。 

      ・ＣＯ2排出量の削減 

・廃棄物の減量化 

      ・水使用量の削減 

      ・化学物質使用量の削減及び適正管理 

・自社製品におけるリサイクルの推進 

3．目標を達成するために環境経営計画を策定し、PDCA の実践を確立します。 

4．環境に関連する法、その他環境に関連する条例等を遵守します。 

5．環境経営方針は一般に公開すると共に、地域社会及び関連業者間において環境に 

関する関心をより一層高めていきます。 

 

                           令和２年 4 月 1 日 

 

 

 

   

共和アスコン株式会社 

代表取締役社長 金原一男 
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4.  事業活動による環境負荷の状況 

  

A 8,911,046

7,151,296

3,709,701

281,636

250,134

LPG 6,918

20,310,730

734.5t

18,669t

12,205t

8,103t

3,914t

1,630

83.7t

6,747.9t

1,336

849

2,185

MJ

1,056,090

168,046

28,683

1,252,819

CO2 kg-CO2

280

300

2,190

3,690

6,460

kg

1,336

849

2,185

23,583t

12,572

その他

事　業　活　動
アスファルト合材出荷

生コンクリート出荷

土木・建設工事、アスファルト廃材受入

コンクリート廃材受入、廃ガラス瓶受入　他
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4.  事業活動による環境負荷の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

727,497 617,472 106,420 3,605 344,106 292,064 50,337 1,705

227,904 227,904 0 0 617,536 617,536 0 0

97,113 55,309 41,309 494 254,856 145,150 108,409 1,297

7,674 333 3,732 3,609 19,123 830 9,300 8,993

7,367 220 0 7,147 17,198 511 0 16,687

1,252,819 1,056,090 168,046 28,683

2 2

2 2
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5.  環境目標と実績及び評価 

（1）会社全体 ≪環境目標と実績≫ 

当社における CO 2 排出量の 9 8％が合材工場（再資源工場を含む）と生コン工場に係わるものであ

ることから、会社全体の環境目標は製造量当りの CO 2排出原単位の削減とし、CO 2排出割合は合材工

場が総排出量の 85 ％、生コン工場が 15 ％としてあります。 

当社では効果的な環境活動を実施するために事務所、合材工場、生コン工場の 3 部門に分け、部門

ごとに担当責任者を任命し、環境目標を設定しています。令和 2 年度の環境目標は事務所が 9 項目、

合材工場が 1 5 項目、生コン工場が 1 1 項目あり、全部で 3 5 項目となります。 

達成〇＝2 点、未達成△＝1 点、大幅未達成＝0 点で換算し、70 点満点で 100 ％達成となります。

会社全体では全体の達成率を 8 8％（61 点）以上とすることを環境目標としました。 
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2 2

2 2/

61 53 86.9%

0 0

kg/
54.61 57.12 95.6%

100%

＜会社全体＞ 環境目標と実績の評価  評価者 環境管理責任者 

4 CO2

CO2

4 3 CO2

A

A  

88 83

60 91

 

 

0  

 

CO2  
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5.  環境目標と実績及び評価 

（2）事務所 ≪環境目標と実績≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務所＞ 環境目標と実績の評価              

 83 94

2

CO2 2

10 35 LED

 

 

100.0%

98.4 98.4 100.0%

kg 376 300 125.3%

kg 376 280

722 849 85.0%

134.3%

108.6%

km/L 13.77 13.17 95.6%

L 3,798 3,609 105.2%

km/L 18.25 19.81

kWh 3,695 3,605 102.5%
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（3）合材工場 ≪環境目標と実績≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 0.16 100%

L/h 12.91 11.37 113.6%

L/t 15.73 16.07 97.9%

L/t 7.73 9.66 80.0%

t 10.0 0.0

 

 

 

 

 

L/t 0.515 0.525 97.1%

kWh/t 25.37 24.87 102.0%

100.0%

km/L 1.87 1.64 87.9%

kWh/t 1.33 1.13

kWh/t 30.91 36.15 85.5%

118.0%

km/L 3.62 3.31 91.6%

100.0%

km/L 6.18 6.15 99.5%

kWh/t 1.24 1.31 94.7%

31.7 31.4 99.1%

CO2
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5.  環境目標と実績及び評価 

（4）生コン工場 ≪環境目標と実績≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 2.7 100%

4.2 0.8 100%

車両整備の徹底（オイル交換） 100%

車両整備の徹底（グリスアップ） 100%

プラント洗浄水の節水と再利用 100%

洗車時の水使用量の削減

塩酸の適正な在庫量の管理
100.0%

製
造
出
荷

品
質
管
理

11.02 8.46 130.2%

L 6,738 3,732 180.5%

1,531 1,336 114.6%

運
 
 
輸

km/L 2.02 1.95 96.4%

km/L 3.64 3.39 93.2%

CO2
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＜合材工場・生コン工場＞ 環境目標と実績の評価     

 CO2 84 59 A 28

2 A

A

85.5  

15 6 3

CO2  
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（5）車両・重機の燃料消費量と燃費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.35 29.47

21.86
19.38 17.53

33.95
38.80

35.14

41.19

37.16

63.30
68.26

57.00
60.57

54.69

H27 H28 H29 H30 R1

kL

6.72
7.28

6.57 6.52 6.44

0.99 0.81 0.94 1.16 1.06

7.71 8.08
7.52 7.67 7.50

H27 H28 H29 H30 R1

kL

14.21

11.04 10.98 10.62
12.38

20.04

25.77 24.80
23.06

24.99

34.25
36.81 35.78

33.68

37.37

H27 H28 H29 H30 R1

(kL

WA- 380- 7

37%

18%WA- 380- 7

12%

25%

8%

1.88 2.00 2.04 1.91 1.95

3.72 3.59 3.65 3.57 3.39
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3.42
3.79 3.87 3.66 3.64
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3.62
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12.14 12.95 13.91 13.70 13.17

17.38 18.12 18.12 17.62
18.25

12.90 12.26 12.26
13.34 13.77
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km/L
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0.48

0.52

1.44

2.04 1.99

1.61

2.03
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L/t

WA- 380- 7
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◎車両・重機の所有内訳 
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＜車両・重機の燃料消費量と燃費＞ 環境目標と実績の評価 

CO2 50 3
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6 2 19.8km/L

2 1 15  

28 28

4t 3t 3t 4

 

1 1

  

10t 1
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11t 7

5t 2

4t 1

3

2

2

2

2

1

3

2



15 

6 . 環境活動計画と取組み 

 当社は製造業、建設業、産業廃棄物処理業を営んで 

いることから、産業廃棄物処理業者向けガイドライン

2017 年版の公表が 2019 年 5 月以降となるため、現在

は「エコアクション 21 ガイドライン 200 9 年度版」に基

づきエコアクション 21 の取組みを実施しております。 

事業活動の中で、環境への取組みを推進するための

「環境マネジメントマニュアル」と日常の業務において

環境活動を行うための手順書である「行動指針」を定

め、それに基づいて環境保全活動に取組んでいます。 

 令和元年度は環境活動の重点項目を以下の通り計画・

実施し、四半期ごとに実施状況の評価をしました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 

2008 

2009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

3 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

3 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P1 P3  

 

 

P4.  

P5.CO2  

 

 

P6.   

P7.  

P7.  

P8.  

 

 

P8.  

P8.  

P9.  

P9.  

  

 

P10.  

P10.  

  

 

 

 

 

P20.  5 5 1  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 

2008 

2009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

3 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

3 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P1 P3  

 

 

P4.  

P5.CO2  

 

 

P6.   

P7.  

P7.  

P8.  

 

 

P8.  

P8.  

P9.  

P9.  

  

 

P10.  

P10.  

  

 

 

 

 

P20.  5 5 1  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 

2008 

 

2009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 

7 

3 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

2 

5 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

(2)  

( ) 

(5)  

( ) 

(2) 1)  

2 /  6 12 1 /  6  

2)  

2 /  6 12 1 /  12  

(3) 2) 3 3 4  

(5)  3 4  

 

. ( )

 

(5) EA21  

1   EA21  

2  

 

EA21

 

3 4  

 

   

 

2. 1  2.

    

3  2 3 4 4  

6  1  

 

 

1  3   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 

2008 

 

2009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 

7 

3 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

 

2 

5 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

(2)  

( ) 

(5)  

( ) 

(2) 1)  

2 /  6 12 1 /  6  

2)  

2 /  6 12 1 /  12  

(3) 2) 3 3 4  

(5)  3 4  

 

. ( )

 

(5) EA21  

1   EA21  

2  

 

EA21

 

3 4  

 

   

 

2. 1  2.

    

3  2 3 4 4  

6  1  

 

 

1  3   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

9 11

12  

実施時期事 務 所　≪環境活動重点項目≫
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1  

実施時期合材工場　≪環境活動重点項目≫
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6.  環境活動計画と取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9 11

1  

実施時期生コン工場　≪環境活動重点項目≫

 
1.  2. pH  3.  

 
 

5. pH  6.  4.  
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＜その他の活動＞ 
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◆当社の事業活動と SDG S 

᷂ ṑ ˲ Ⱳ ᷂Ḣ  

上記を企業方針とする当社の事業活動は SDG Sの多くの目標とつながっています。 

活動の一部ですが、SDGSとの関連は以下のとおりとなります。 

 

 

 

  
 

地 域 貢 献 

 

 

110
 

 

110  

 

110

 

インフラ整備・建設資材のリサイク

ル・各種研修会、講習会・健康診断・

表彰制度・働きがい・研修旅行・ボラ

ンティア活動・労働者協議・寄付、募

金・その他 

 

26  
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7 . 次年度（令和 2 年度）と中長期の環境経営目標 

継続的に取組むために、次年度と中長期の環境経営目標を以下のとおりとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

CO2 CO2  

CO2 22 0.473kg- CO2/kWh  

9.66km/L 9.61L/t

25.50kWh/t 25.37kWh/t 25.37kWh/t 25.37kWh/t 25.37kWh/t

0.52/t 0.51L/t 0.51L/t 0.51L/t 0.51L/t

10t

1.64km/L 1.65km/L 1.65km/L 1.66km/L 1.66km/L

3.31km/L 3.32km/L 3.34km/L 3.35km/L 3.35km/L

6.15km/L 6.18km/L 6.21km/L 6.24km/L 6.24km/L

1.34kWh/t 1.33kWh/t

1.25kWh/t 1.24kWh/t 1.23kWh/t 1.23kWh/t 1.23kWh/t

31.22kwh/t 31.06kWh/t 30.90kWh/t 30.75kWh/t 30.59kWh/t

12.97/h 12.91L/h 12.91L/h 12.91L/h 12.91L/h

15.81L/h

374kg 374kg 372kg
35%35%
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3,677kWh 3,677kWh 3,658kWh 3,658kWh

3,778L 3,778L 3,778L 3,759L

19.81km/L 19.91km/L 19.91km/L 19.91km/L 20.01km/L

374kg 374kg 374kg 372kg

376kg 376kg 376kg 374kg

98.9% 98.9% 98.9% 98.9%

380kg

380kg

4,268L 4,140L 4,097L 4,055L 4,055L

1.93km/L 1.97km/L 1.97km/L 1.97km/L 1.97km/L

3.48km/L 3.51km/L 3.55km/L 3.58km/L 3.62km/L
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8 . 次年度（令和 2 年度）の重点的な取組み 

 環境経営目標達成のため、当社が定めた「環境マネジメントマニュアル」及び「行動指針」よ

り、次年度特に重点をおいて取組む事項は以下のとおりとします。 

 

 

  

実施時期

外出時の消灯及び照明の効率的使用を徹底する 年間

帰社時にパソコン及び電気製品の切り忘れが無いよう徹底する 年間

冷房設定温度を２７℃以上に徹底する 7月～9月

暖房設備の設定温度を２０℃以下に徹底する 12月～3月

エアコン、石油ストーブの切り忘れがないようチェックする 7～9月、12～3月

灯油使用量（床暖房）の削減のため効率的使用を行う 12月～3月

車両の燃費維持のため、タイヤの空気圧、エアフィルターの点検を行う 4月、12月

紙使用量削減のため印刷ミス、不要な印刷をしない 年間

廃棄物削減のため分別の徹底をする 年間

水使用量削減のため、凍結防止用流水量を管理する 12月～3月

グリーン購入比率向上のため、発注時のチェックを徹底する 年間

環境マネジメントシステムにおける教育の実施 5月、10月、2月

環境マネジメントシステムにおける訓練の実施 9月～11月

出荷予定を考慮して効率の良い運転をし、バーナーの着火回数を少なくする 年間

出荷予定を考慮し、合材プラント設備の各ヒーターを効率良く使用をする 年間

出荷予定を考慮し、できるだけリサイクル材を使用する 年間

駐停車時はこまめにエンジンを切る（現場での待機時を含める） 年間

各プラントで設備の故障や不具合を発見した場合は、速やかに点検、整備を行う 年間

煤煙測定を確実に実施する 8～9月、2～3月

環境マネジメントシステムにおける教育・訓練の実施 5月、9～11月、2月

冬場の灯油使用量削減のため、タイマーを効率的に使用する 12月～3月

節水意識を高めるため看板の設置をし、プラント洗浄時に回収水の使用の有無を
チェックする

年間

塩酸の台帳管理を行い、使用量を把握する 年間

設備の故障や不具合により不適合品を出す事のないように点検整備を確実に行う 年間

運搬車両のアイドリングは必要最低限とする 年間

運搬車両の燃費維持のため、定期的にオイル交換を実施する 年間

運搬車両の燃費維持のため、定期的に（月に1回以上）グリスアップを実施する 年間

少量運搬時には、小型車を活用して燃料消費を抑える 年間

洗車場利用者に対し看板設置等による節水の呼びかけ 年間

  （プラント渡し購入者及び重機への水補給者）

運搬車両の洗車水の節水 年間

環境マネジメントシステムにおける教育・訓練の実施 5月、9～11月、1月

次年度（令和2年度）の環境活動重点項目

事
 
務
 
所

合
材
工
場

原材料の供給量、設定温度を極端に変化させず安定させ、低燃費運転を行うよう
にする

年間

再資源工場は無駄な電力消費をしないよう、動力の起動回数を減らして効率の良
い運転をする

年間

試験器具（抽出試験機・乾燥炉・養生水槽）は、試験予定を考慮して効率よく使
用し、使用時間をできるだけ短くする

年間

生
コ
ン
工
場

製造量当りの電力使用量削減のため、動力の起動箇所は必要最低限とし、不要な
箇所は回さない

年間
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9 . 環境に関連する法規の遵守と評価 

  

当社に適用となる「環境に関する法規と評価」は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

過去に環境関連の法規に対する関係機関からの指導及び指摘、不利益処分等や 

近隣住民からの苦情、訴訟等はありません。 

10 . 産業廃棄物・一般廃棄物処理業に関わる許可の内容 

長野県 平成31年4月28日
2004028962 令和8年4月27日

産業廃棄物処分業 長野県 平成31年4月28日
中間処理（破砕） 2024028962 令和8年4月27日

安曇野市指令 平成30年10月4日
30廃第1311号 令和2年9月30日

許可番号

産業廃棄物収集運搬業

がれき類、 ガラスくず・コンク

リートくず及び陶磁器くず（ガラス

くずに限る） 以上いずれも特別管

理産業廃棄物を除く。

がれき類、 ガラスくず・コンク

リートくず及び陶磁器くず（ガラス

くずに限る。）以上いずれも特別管

理産業廃棄物を除く。

一般廃棄物処分業 ガラスくず

廃棄物の種類
許可年月日
有効年月日

事業の区分

施設の設置許可
公害防止管理者の選任

煤煙測定の実施(2回/年)

騒 音 規 制 法 施設の設置許可

生コン工場 水 質 汚 濁 防 止 法 施設の設置許可

振 動 規 制 法 施設の設置許可

適正処理の徹底

契約書、マニフェスト、帳簿の記載、管理

許可変更時、更新時の適正化

消火器具の設置及び定期点検
施設及び防火管理者の届出

道 路 交 通 法 道路交通法の遵守

浄 化 槽 法 施設の届出、定期点検及び清掃

自動車リサイクル法 リサイクル料金支払の義務

家 電 リ サ イ ク ル 法 リサイクル料金支払の義務

フ ロ ン 排 出 抑 制 法 第一種特定製品の適切な点検

生コン工場 毒 物 劇 物 取 締 法 取扱の保管状態の遵守

PCB 廃棄物特別措置法 廃棄時の届出、保管状態の遵守

第１種指定化学物質の排出量及び移動量
の把握と届出

合 材 工場
生コン工場
工   事   部

大 気 汚 染 防 止 法

合 材 工場

合 材 工 場
工   事   部廃 棄 物 の 処 理 及 び

清 掃 に 関 す る 法 律

全       体
消 防 法

PRTR法（化学物質管理促進法）

事  務  所
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リ
ー
ト
廃
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11 . 産業廃棄物・一般廃棄物処理施設等の状況と処理実績等 

◆ 建設廃棄物の再資源化 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
廃
材 

13mm

 

1.2mm

 

リサイクル後 

施設の種類 処理能力 処理方式

400t/日

50t/h：8時間稼働

ガラスくずの破砕施設 16t/日
（産廃、一廃共通） 2t/h：8時間稼働

がれき類の破砕施設

運搬車両の種類と台数

廃
ガ
ラ
ス
瓶 

リサイクル前 

産業廃棄物 受入量 中間処理量 収集運搬量

アスファルトくず 9014ｔ 8985ｔ 701ｔ

コンクリートくず 4054ｔ 4019ｔ 82ｔ

ガラスくず 5.7t 4.5ｔ ―

一般廃棄物 受入量 中間処理量

ガラスくず 90.9ｔ 90.9ｔ

処 理 実 績 （令和元年度実績）
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12 . 代表者による全体の評価と見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 5 16  

代表取締役社長 金原一男 

        
 

1.2 0

11,717t

200mm 0mm

13mm 5mm 5mm 0mm

40mm 0mm

RC- 40- 0

AS13- 0 Fe

36 17,801t

Fe

Fe
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共和アスコン株式会社 
代表取締役社長 金原 一男 

環境管理責任者 金原  勧 

〒399 - 8305  

長野県安曇野市穂高牧 766 番地 1   

TEL  0263 －83 －5411  

FAX  0263 －83 －2181  


